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研究成果の概要（和文）：岩手県の2地域で調査研究を進めた。北上市和賀町の「生存」の取り組みは,高度成長
期に大きく変化し,1960年代後半から80年代にかけて新たな取り組みが行われたことがわかった。陸前高田市で
は,1970年代の広田湾開発問題とその反対運動をめぐる資料に加え,2019年度には、新たに,1990年代～2010年度
における保育関連資料を発見でき,とくに保育関連資料の分析・検討を進めてきた。その結果,2021年12月には陸
前高田フォ―ラム2021を開催し,保育資料の報告をすることができた。これらの研究成果をまとめる準備を進め
ている。

研究成果の概要（英文）：I conducted research in two areas of Iwate Prefecture. The "lifel" efforts 
in Waga Town, Kitakami City, changed significantly during the high-growth period, and new efforts 
were made from the late 1960s to the 1980s. In Rikuzentakata City, we uncovered two sets of 
materials: one set of materials related to the Hirota Bay development issue and its opposition in 
the 1970s, and a new set of childcare-related materials from the 1990s to 2010, in FY 2019. During 
this period, we have been analyzing materials related to childcare in particular. As a result, we 
held the Rikuzentakata Forum 2021 in December 2021, where we reported on childcare. We are currently
 preparing to compile the results of these studies.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
国内外で、歴史のなかで「生きること」や、それとかかわった「福祉」「貧困」などへの関心が徐々に高まって
きている。「福祉」の分野では、福祉国家を拡充した「福祉の複合体」史が議論され、さらに「いのち」「生
存」が議論されるようになった。この背後には、新自由主義のもとでの時代状況・学問状況があった。1990年代
以降、グローバル化・新自由主義の時代のもとで、歴史のなかの人びとの存在をあらためて根源的にとらえる必
要が生じ、そこから「生存」に関心が集まっている。本研究は、このような学術状況に大きく応えるものであ
り、学術的意義及び社会的意義は大きいといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 

１．研究開始当初の背景 

(1) 本研究には３つの学術的背景がある。第１は、「福祉」の歴史への関心と日本近現代の「福

祉社会」史研究の広がりである。近年、福祉の問題を国家や政策のレベルに限定せず、家族や団

体など、広く社会領域で検討する「福祉の複合体」史研究が西洋経済史で提唱され、日本近現代

社会経済史にも関心が現れ、次の２分野で実証研究が進展してきた。１つは医療・保健の分野で

あり、社会領域の医療・保健研究が盛んになり、日本近現代の「福祉」の歴史で医療・保健が先

導的役割を果たしたことが解明されてきた。もう１つは生活改善の分野である。「福祉」の重要

な担い手である家族と地域をめぐり、第一次世界大戦後から 1960 年代にかけて、衣食住や家族

関係の生活改善などが取り組まれた。２つの分野は相互に関連し、地域では医療・保健と生活改

善を組合せた「福祉社会」をつくる試みが行われたことが明らかになってきた。 

第2は、「福祉」に加えて、さらに「いのち」「生存」の視点が提起され、社会領域で人々の

存在の歴史的諸条件を根本的に捉え直す機運が高まってきた。「福祉」では、「福祉の複合体」

論のように、福祉を国家・社会とのかかわりで広くとらえる視点が出され、「いのち」では、生

命の再生産が「家」・家族の存立、社会と国家のかかわりを考えるうえで大きな意味をもつこと

に注目し、「生存」は、人びとが生きることを仕組み（歴史的諸条件）との関連でとらえ、その

観点から社会と国家のあり方全体をとらえ返そうとするものである。 

第 3に、以上の研究のなかで、研究代表者は「生存」の仕組みの試論を提示してきた。試論は、

表に示したように、「人間と自然」「労働と生活」「国家と社会」の３つの位相とそれらの関連か

ら「生存」の仕組みを考察しようとするものである。現在は、この試論をふまえた基礎的実証的

研究の蓄積が必要な状況にある。 

(2) 以上の 3つの学術的背景に基づき、本研究は、

戦後日本の 1950 年代から 1970 年代の地域を対象

にして、「生存」の仕組みの基礎的実証的研究を行

うものである。対象地域は、東北岩手県における 2

地域である。研究代表者は、この間、岩手県北上市

を対象として、生活改善と医療・保健、農民家族の

労働と生活、地方自治体の取組みを検証し、「労働

と生活」「国家と社会」の相互関連から「生存」の仕

組みについて検証してきた。本研究では、北上市の研究蓄積をふまえ、さらに岩手県陸前高田市

を対象とし、1970 年代の地域開発問題をテーマにして、「労働と生活」「国家と社会」にさらに

「人間と自然」を加え、2 地域の比較検討から「生存」の仕組みの基礎的実証的研究を進める。

本研究はまた、2011年3月の東日本大震災の復興計画の歴史的前提を考える基礎作業にもなる。

この点でも学術的意味は大きいと考える。                        

 

２．研究の目的 

研究代表者は、この間、3回の科学研究費を得て、「農民家族」・「生活改善運動」・「福祉

社会」史の総合的・実証的研究を進めてきた。３つの研究の結果、戦後の生活改善運動は、農村

女性の労働負担軽減や農民家族の生活改善を図るだけでなく、医療・保健と結びつく厚生省や文

部省の政策と連携し、さらに地方自治体が独自の役割を果たすことで、生活保障全般の向上を図

るものだったことが明らかになった。研究代表者は、前回の科学研究費において、上記の過程を

戦後日本の地域における「福祉社会」形成過程として基礎的実証的に研究するとともに、そこで

の研究蓄積をさらに生活保障の全体像の解明へと発展させるために、「人間と自然」「労働と生

表 「生存」の仕組み 

A 人間と自然（人間と自然の物質代謝） 

B 労働と生活（支配的経済制度、労働といの  

ち、地域循環型経済） 

C 国家と社会（国家の性格、社会の編成） 

 



活」「国家と社会」の３つの位相の関連を追究する「生存」の仕組みの構想を発表し、「福祉社

会」史の研究を「生存」の仕組みを解明する研究に発展させる準備を進めてきた。３回の研究を

通じて、本研究を進める関連資料を数多く収集し、研究の手順も十分に把握して、基礎的研究も

進めている。本研究では、すでに研究を進めている東北岩手県の北上市と、貴重な資料を新たに

発見した岩手県陸前高田市の 2 地域を対象として調査研究を重ね、比較しつつ研究テーマを解

明する。 

(1)岩手県 研究代表者は、長年、東北日本の岩手県をフィールドにした生活改善研究や「福

祉社会」史研究を進めており、本研究によって「生存」の仕組みに関する地域の基礎的実証的研

究を進展させる条件を十分に整えている。岩手県は、1950～60 年代にかけて、生活改善運動や

国民健康保険事業、公立病院設置、保健婦活動などが先導的に展開した地域であり、本研究の構

想を実証研究するのに格好の地域である。研究代表者は今まで岩手県で医療・保健関係資料（岩

手県庁資料や岩手県国民健康保険団体連合会の機関誌『岩手の保健』など）、生活改善資料（生

活改良グループの資料発掘、家計簿、生活記録運動資料など）について調査してきた。これらの

準備をふまえ、「生存」の仕組みの基礎的実証的研究を進める 

(2)岩手県の 2 地域  岩手県では、内陸部の北上市と三陸沿岸部の陸前高田市の２地域で調

査研究を進める。研究代表者はこれまで、とくに北上市和賀町の生活改善と医療・保健、地方自

治体の対応、農村女性の取り組みについて調査研究を進め、1950～60 年代前半までの、農村女

性の労働と生活、医療・保健や生活記録における地方自治体と農村女性の取り組みを解明し、「労

働と生活」「国家と社会」の位相から「生存」の仕組みを検証してきた。本研究では、その後の

1960 年代後半から 1970 年代を対象とし、とくに家計簿記帳を通じて農家の労働と生活を検討

し、地方自治体の対策を考察する中で、「労働と生活」「国家と社会」の位相から「生存」の仕

組みを検証する。 

陸前高田市では、1970 年代における広田湾開発問題と反対運動を検証するなかで、「人間と

自然」「労働と生活」「国家と社会」の３つの位相から「生存」の仕組みを検証する。陸前高田

市は、2011 年の東日本大震災で市街地が壊滅的な打撃を受けた地域だが、その後の調査を通じ

て、津波の被害を免れ、奇跡的に残存した、広田湾地域開発問題の関連資料を２つ発見すること

ができた。反対運動の当事者の所有資料と、地域新聞『東海新報』の記者所有の資料である。２

つの資料を組み合わせることで、３つの位相から「生存」の仕組みの検証が可能になる。以上の

２地域での基礎的実証的研究を通じて「生存」の仕組みの構想を検証する。 

 

３．研究の方法 

戦後日本の地域における「生存」の仕組みをめぐって、東北日本の岩手県における２つの地域

を対象地として基礎的実証的研究を進める。地域の「生存」の仕組みの検証のために、「人間と

自然」「労働と生活」「国家と社会」の３つの位相の調査研究を進める。それぞれ具体的には、地

域開発、医療・保健と生活改善、県・市町村の地方自治体の取り組みを検証する。2か所のうち

の北上市和賀町については、すでに 1950 年代～60年代前半まで進めてきた医療・保健、生活改

良、生活記録、地方自治体の調査研究を 1960 年代後半～70 年代まで延ばす。陸前高田市では、

新たなに発見した 1970 年代の地域開発の資料を検証するために、岩手県政と陸前高田市政につ

いて調査研究を進め、2か所の比較検討を通じて、地域の「生存」の仕組みの基礎的実証的研究

を進める。 

 

４．研究成果 

コロナ禍があったものの、研究はおおむね順調に進んだ。岩手県の２地域に関する「生存」の

仕組みに関する調査研究を進めるために、調査研究は岩手県と北上市和賀町、陸前高田市で取り



組んできた。岩手県では、1960～70 年代の県政について、とくに地域開発の調査研究を進めて

きた。具体的には、岩手県庁、岩手県立図書館、各大学などで行った調査の分析を進めている。  

 北上市和賀町では、今まで進めてきた町役場や農協、婦人会、生活改良グループ、生活記録な

どの調査を 1960 年代後半～90年代まで延ばして継続し、新たに読書会や詩誌サークルについて

聞き取りと資料調査を進めた。その結果、和賀町の「生存」のとりくみは、高度成長で大きな曲

がり角を迎え、その後、1960 年代後半から 80年代にかけて新たな取り組みが行われてきたこと

がわかった。そこでは、組織を優先するのではなく、ひとりひとりのかかわりを重視し、あらた

めて地域に立脚する試みがさまざまに行われている。とくに、1960 年代後半から 80 年代のとり

くみについて研究成果をまとめるべく、鋭意とりくんでいるところである、 

陸前高田市では、1970 年代における陸前高田市の広田湾開発問題とその反対運動をめぐる資

料に加え、令和元年度には、新たに、1990 年代～2010 年度における保育関連資料を発見でき、

補助事業期間延長を申請して承認されたので、とくに保育関連資料の分析・検討を進めてきた。

その結果、令和 3 年 12 月には陸前高田フォ―ラム 2021 を現地とオンラインで開催し、保育関

連事業に関する報告を行い、研究成果を発表するとともに、報告についての意見をいただき、研

究成果をまとめる準備を進めている。 
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